
 西宮回生病院 研究実施のお知らせ 

 

本院で実施しております以下の研究についてお知らせ致します。本研究に関するご質問等がありまし

たら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書

及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご

了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。 

その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

研究課題名 
当院前十字靭帯再建術後患者の膝前面痛の発生割合とその関連因子の後ろ向き

調査 

研究責任者氏名 島本 大輔 

研究期間 令和 6（2024）年 2月 1日 から 令和 6（2024）年 12 月末日まで 

研究の対象 2018 年から 2023 年 12 月末の間に当院にて ACLR を施行した患者さん 

研究に用いる 

試料・情報の種類 
☐試料等 ☑カルテ情報 ☐アンケート ☐その他（     ） 

研究目的・意義 

【研究目的】 

前十字靭帯再建術（Anterior Cruciate Ligament Reconstruction ; ACLR)後

患者の頻度の高い合併症として膝前面痛（Anterior Knee Pain; AKP）があ

り、術後予後を左右する因子としても注目されている。その AKP の評価スケー

ルとして、Shelbourne らの AKP Score や Kujala score が有名であり、スコア

の高さも膝機能回復指標の一つとすべきとの報告も散見される。しかし、AKP

は「膝前面痛」であり、移植腱採取部関連の疼痛を含める可能性や、膝蓋大腿

関節の問題(Patellofemoral pain syndrome; PFPS)と同義であるとする報告な

ど、その病態はまちまちである。しかし、臨床上、ACLR 後患者の AKP の詳細な

発生場所の categorizing が可能ではないかと考えており、さらに、その詳細

な発生場所を知ることで、リハビリテーションの治療プロセスも異なる可能性

が考えられる。さらに、関連因子として、ACLR 後の大腿骨-脛骨-膝蓋骨間の位

置変化が影響している可能性を考えている。先行研究では、術後に脛骨は約

3mm 後方偏位かつ 2.5°外旋偏位することが知られている。この先行研究では

移植腱初期張力が 20Nであり、当院では 40Nの初期張力となっていることか

ら、この大腿骨-脛骨-膝蓋骨間の位置変化は先行研究と異なる可能性もある。

これらのことから、術後の大腿骨-脛骨-膝蓋骨間の位置変化状況と AKP との関

連性が疑われる。また、術前待機期間が長い場合は Fixed anterior 

translation が報告されており、待機期間によっても術後の大腿骨-脛骨-膝蓋

骨間の位置変化状況は異なりそうであり、結果、膝蓋骨周囲の軟部組織張力が

異なり、AKP の発生に関与していると予測している。 

本研究では、AKP の発生状況を後ろ向きに調査するとともに、その関連因子を

検討する。 

【意義】膝前面痛の早期改善や予防の観点を取り入れたリハビリテーションの

実施が可能となります。 

研究の方法 

診療記録より下記 1)～4)のデータを収集します。その際、匿名化での収集と

し、診療記録から収集されたデータで個人が特定できないようにします。 

＜本研究で利用する情報＞ 

1) 背景情報：年齢，性別， 

2) 身体情報：身長，体重，BMI 



3) 検査情報：AKP の有無、レントゲン画像上の脛骨・大腿骨・膝蓋骨の位置関

係と筋力、可動域などの身体機能所見 

研究組織 本研究はリハビリテーション部が中心となり実施しております。 

外部への試料・情報

の提供 
ありません。 

個人情報の 

取り扱い 

収集したデータは、誰のデータか分からないように加工（匿名化）した上で、

研究に利用します。国が定めた「人を対象とする生命科学・医学系研究に関す

る倫理指針」に則って個人情報を厳重に保護し、研究結果の発表に際しても、

個人が特定されない形で行います。 

本研究に関する 

連絡先 

診療科名等：リハビリテーション部  

担当者氏名：島本 大輔 

電話番号：0798-33-0601 

（対応可能時間帯：平日 9 時 00分から 17 時 00分まで） 

 


